
第２章

令和７年度
健康医療福祉部の予算概要



（１）人口減少、少子高齢化が進む中で、県民一人一人が健康で暮らしやすい環境づくりに向けて、

、 、

を重視した取組を展開。

（２）事業構築の段階から、市町村や事業者等との連携を図りながら取組を推進。

政策テーマ 「健康」 ～健康を支える医療環境の向上と共生社会の実現～

１ コンセプト

第１ 基本的な考え方

（ア）医療機関におけるＩＣＴの活用を強力に推進するため、オンライン診療設備の整備や救急医療情報共有体制の

整備に対する補助率を引き上げるとともに、遠隔医療に必要な設備整備等を支援する。

（イ）特にオンライン診療の環境整備が必要なへき地医療拠点病院とへき地診療所とのオンライン診療に係る実証を

行うとともに、市町村等が行うＩＣＴを活用した医療環境の整備を支援する。

（ウ）県内の看護職員や介護職員不足の解消に向けて、産官学連携により、医療福祉系大学生の県内就職率向上を図

るため検討を進める。

２ 主要な取組の方向性

ア 医療環境の整備

ア 医療環境の整備 イ 生活習慣病の発症予防 ウ 共生社会の実現
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エ 上記の他、政策テーマ「地域社会～持続可能な地域社会の形成～」に係る主な取組として、

（ア）脳卒中・心血管疾患の発症予防のため、高血圧症未治療者に対する受診の動機づけ等を行うとともに、医師

に対して適時適切な治療を促す。

（イ）脳卒中・心血管疾患患者の包括的な支援体制を引き続き構築していく。

イ 生活習慣病の発症予防

（ア）高齢者のつどいの場の参加率向上に向けて、シニアゲーム大会を拡充するとともに、つどいの場に関わる人材

育成に引き続き取り組んでいく。

（イ）介護現場の生産性向上に向けて、医療分野のみならず、介護分野においても引き続きＩＣＴの活用を推進して

いく。

（ウ）医療的ケア児とその家族が安心して生活できるよう、在宅支援体制の整備を引き続き進めていく。

ウ 共生社会の実現

（ア）公衆衛生に従事する獣医師職員確保のため、修学資金やインターンシップの強化を図るとともに、特に中高

生をターゲットとした情報発信に取り組む。
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会計区分
令和６年度
当初予算額

令和７年度
当初予算額

増減額

一般会計 1,341.6 1,145.1 △196.5

特別会計 1,259.7 1,217.7 △42.0

国民健康保険特別会計 1,238.4 1,196.5 △41.9

療育福祉・医療療育センター特別会計 21.3 21.2 △0.1

（単位：億円）

社会保障関係費

72.7%

扶助費 11.7%

部局政策経費

8.3%

人件費 4.1% ＡＸ(青森大変革)

対応経費 0.2%

その他 3.0%

経費区分
令和６年度
当初予算額

令和７年度
当初予算額

増減額

社会保障関係費 955.3 832.1 △123.2

扶助費 170.9 134.5 △36.4

部局政策経費 96.3 94.6 △1.7

人件費 56.3 46.6 △9.7

ＡＸ（青森大変革）対応経費 2.3 2.3

その他 62.8 35.0 △27.8

計 1,341.6 1,145.1 △196.5

○令和７年度当初予算の構成割合（一般会計）
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○当初予算額の推移（一般会計）

（単位：億円）

△378.4億円
コロナ対応終了 △196.5億円

組織改正（7課⇒6課）

第２ 予算規模

◆会計区分別

◆経費区分別（一般会計）

コロナ対応経費の増
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